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コミュニケーション英語の授業は、大きく分けて、教科書（や、教科書を終えた後は補助教材）の内容
、 。自体を扱う授業１と 内容に関連するテーマでディスカッションを行う授業２とに分けて実施しました

便宜上、以下の記事では現在形で述べたいと思います。

授業１ 教科書の内容自体を扱う授業（週２コマ）

授業１には日本人教員がソロで行う授業Ａとチーム・ティーチングで行う授業Ｂとがあります。

授業 日本人教員が単独で行う授業（週１コマ）Ａ

① 単語クイズ（新たな課を扱う初回は１課分の概要把握）

② 予習用ハンドアウトを用いて教科書の内容（言語形式）の理解

授業 日本人教員とＡＬＴとで行う授業（週１コマ）Ｂ

① 教科書以外の英文素材（⾧文）の聴解

② 前時で内容理解を済ませた教科書の英文素材を用いて
ア 音読練習
イ 英問英答（ に加えて推測させる発問や意見を問う発問などを含める）

③ サマリースピーチ

授業２ 教科書の内容に関連するテーマでディスカッションを行う授業（週１コマ）

授業２は日本人教員と(上記とは異なる)ＡＬＴとで行う授業です。

教科書（や、教科書を終えた後は補助教材）の内容に関連するテーマで の映像を探し、
ＡＬＴに英文を書き起こしてもらい、リスニングやディスカッションを行います。

使用する教科書は１課が４つのセクションから成り立っています。
これを２セクションずつに分け、２週にわたって上記の形態で授業を行います。
（場合によっては１セクションずつ扱うこともあります ）。

家庭学習用課題

１課の終了後、家庭学習用にサマリーライティングを課します。
グラフィックオーガナイザーを参考にしながら書かせます。

ただし、授業中に( はいったん脇に置いた)サマリースピーチを２回させていますので、
に意識を持たせるため、必要に応じて本文を参照してもよいことにします。

優秀な作品を選んで(了承を得た作品を)クラス全員でシェアさせます。



授業１ 教科書の内容自体を扱う授業

授業 日本人教員とＡＬＴとで行う授業（週１コマ）について補足Ｂ

② 前時で内容理解を済ませた教科書の英文素材を用いて
ア 音読練習
イ 英問英答（ に加えて推測させる発問や意見を問う発問などを含める）

③ サマリースピーチ

②のア（音読練習）について補足

既述のように、わたしは１課を前半と後半とに分けて扱っています。

１週目は前半の内容（言語形式）の理解と および 、
関連テーマで 映像の視聴、
２週目は後半の内容（言語形式）の理解と 、関連テーマでディスカッション、
最後に、自宅での課題として、 という案配で、２週間（６コマ）で１課を進め
ます。

さて、まずは内容（言語形式）の理解をし、その後 を通じて内容（言語形式）
の理解を深めた英文素材を用いまして、以下のような活動を行います。
これは、次に控えている英問英答の活動、および の活動への準備を目的
としています。

→ ① 英文素材（１週目なら前半、２週目なら後半）の全文が左面に印刷され、
日本語訳が右面に印刷されている体裁のリーディング・シートを配布します。
（意味のチャンクごとに英日を対照させています ）。

② その中の１つか２つ分のパラグラフで くらいになる箇所を指定し、
そこだけを、生徒が概ね覚えるまで、音読練習していきます。

③ まず、ＡＬＴの音読に続き、１回だけ、生徒にリピートさせ、全体練習をしていきます。
④ 次に、生徒へ４分を与え、日本語訳を見て英語が言えるようになるまで個人で

練習をさせます。生徒はひたすら音読練習をします。
⑤ ４分後、覚えたかどうかを全体で確認します。いくつか方法を用意しています。
ア ＡＬＴが本文を音読し、生徒がリピート。

生徒にとって難易度低めのやり方です。
イ ＡＬＴが本文を音読し、生徒へ同時に言わせます。

いわゆるオーバーラッピングです。シャドーイングにしてもよいです。
生徒にとって難易度中程度のやり方です。

ウ 日本人教師が日本語訳を言い、生徒にそれを口頭で英訳させていきます。
生徒にとって難易度高めのやり方です。

⑥ このようにして覚えたかどうかを全体で確認し、覚えた状態になったと判断できた
ところで、Ｑ＆Ａのワークシートに記載した英問英答のうち、つい先ほど練習した
箇所に相当する英問をクラス全体へ投げかけます。生徒を個別に指名し、教科書を見ずに
英語で答えさせます。これをいくつか行います。音読の練習や英文の暗唱の意義を
実感させる目的を持たせています。

⑦ 音読の練習は、生徒への負荷の点では、集中力の面で 語４分程度がちょうどよい
のではないかと考えています。

、 、 、ちなみに リーディング・シートの残りは教室では練習しないのですけれども 習慣がつきますと
残された箇所は各自で自主的に練習するようになるようです。生徒の行動を観察していてそう
感じました。考査前にわずかながら余った時間を自習時間に充てると、生徒はひたすら音読を
するという現象が見られるようになりました。



②のイ（英問英答）について補足

音読シートを用いた音読練習とＱ＆Ａのワークシートを用いた英問英答の２段階で
トレーニングを行い、直後に控えている の活動につなげる心算です。

Ｑ＆Ａのワークシートには 系の質問に加え、推測させる質問や意見などを
問うオープンエンドな質問を含めてあります。

質問は 個用意します。 を原理に使用し、Ａさん向けのＡ面には
奇数番号の質問を５個、Ｂさん向けのＢ面には偶数番号の質問を５個印刷します。
（裏面にはＱの一覧とＡの一覧とを刷り込んでおきます ）。

指導手順

① Ｑ＆Ａのワークシートを配布したらすぐに半分に折らせます。ＡさんはＡ面を、
ＢさんはＢ面のみを見るように指示します。

② 半分に折りますと、Ｑの一覧とＡの一覧は内側に織り込まれます。これは授業中には
見ないように指示します。自宅での復習用だからです。

③ まずは教科書を閉本させた状態で(ＣＤの)音声を聞かせ、自分の質問（つまり、Ａさん
ならＡ面に記載の、ＢさんならＢ面に記載の質問）に対する答えのメモを取らせます。
（音声は２回聞かせます ）。

④ 音声を２回聞かせ終わったら、教科書を開本させ、ペアでＱ＆Ａをさせます。
⑤ 音声を聞いている最中はメモを取らせますが、ペアワークが始まったら筆記用具を

置かせ、何も書かないよう指示します。話すことに集中させるためです。
（聞き手は先ほど作成した自分の解答を参照して相手の解答の是非をチェックします ）。

⑥ また、自分のワークシートを相手に見せてはいけないと伝えます。口頭で伝わるまで
がんばらせるためです。

⑦ あと、日本語を用いてはいけないと指示しておきます。
⑧ ペアワークが終了した頃合いを見計らって各生徒に前を向かせ、教師からいくつかの

質問をします。全体に発問した後、個人を指名し、答えさせます。特に、推測させる
質問や意見を問うオープンエンドな質問は必ず聞くようにします。

この後、 の活動に入ります。

③（サマリースピーチ）について補足

指導手順

Ａパターン

①教科書を閉じさせ、Ａ４版の８分１くらいの紙片を配布する。

②５分間与え、本文を熟読し、 の構想を練り、 語をキーワードに抜き出して
先ほど配布した紙片に書き取らせスピーチメモを作らせる。

③そのメモを基に、各自練習をさせる。
④５分後、そのスピーチメモだけを見ながら、本文の要約を話させる。
⑤ペアを作らせ、じゃんけんをさせ、先攻を決める。１人目の持ち時間は２分。
⑥誰に向かって何を伝えようとしているかを意識させる。
⑦話すときはできるだけ相手の顔を見ながら行うよう意識させる。
⑧話すときは文法のエラーや発音といった正確さには過剰にこだわらないよう意識させる。
⑨２分後、交代させる。二人目も持ち時間は２分。

⑩このペアワークが終わったら、何人かに、クラス全体に向かってスピーチさせる。
（生徒には、いつあたるかわからないよ、２回以上あたることもあるよ、と伝えます ）。
⑪一人目が終わるごとに、コメントする。とにかく褒める。語彙でも構成でも声でも表情
でも、とにかく褒める。

⑫ＡＬＴがいる場合は、この⑪のコメントをしてもらう。
⑬書き出すキーワードは、英文の量や難易度に応じて、 語より増やしてもよいし、
時には「何を書いてもいい」という指示をしてもよい。全文書こうとする生徒もいるが、
それだとほとんど力にならないし、５分では準備できない、ということを、折に触れて、
わからせていく。

上記指導手順の②～⑨の間は、わたしは、ただ、机間巡視をして、生徒を見守り、
必要に応じて支援します。



Ｂパターン

①教科書を閉じさせ、生徒を指名し、覚えている語句を１つずつ言わせ、それを板書する。
②語句がある程度の数になったらやめて、生徒をペアにする。
③１分間などと時間を決め、ペアの一人に、黒板に書かれた語句を使って読んだ内容を
ペアの相手に向かって語らせる。

④教科書通りでなくて構わないので、できる限り覚えていることを伝えるように指示する。
⑤１人が終わったら、役割を交代し、再度、させる。
⑥ペアワークの終了後、何人かを指名し、クラスへ向かって語らせる。

サマリースピーチの活動の意図

・思いますに、わたしたちもニュースを読む（聞く）のに要点をつまんで理解しています。

新聞や雑誌の記事を漏れなく 逐一 記憶しているわけではありませんし、
アナウンサーの読み上げる原稿を 一言一句 聞き取っているわけではありません。

聞いた話、読んだ話の要点をとらえる。そしてそれを自分の言葉で伝える。

こうした力はどんな仕事に就きましてもまず例外なく必要なものですし、
キーワードを基に再生しようとする努力の過程でテキストを何度も真剣に
読み返す（思い返す）ことになりますので、この活動を取り入れています。

いったん理解を済ませたテキストでも再生を意図してキーワードを 個ほど
拾い出すプロセスにおいて、スキャニング、スキミング、精読など、
いろいろな力が養われると感じています。

アウトプットを意識するとインプットの質が高まる気がします。
授業にもメリハリがついてよいです。

・読めたことはそれなりに話せる力を生徒につけさせたい。
そういう思いからこの の活動を始めました。

結果としての の出来不出来はさておきまして、
スピーチメモを作り各自練習する５分間が、ものすごく集中した内容重視の読みにならざる
を得ません。

そこがこの活動のよいところだと思います。

すなわち、要約する過程において全力で再三再四、どこが重要でどこが重要でないかを
見極めるために本文を読み返すことになり、それが本文理解を深めることにつながるのです。

なお、生徒には、引用ではなく自分の英語で言い換えて構わないと言っています。

本文の英語を別の英語で言い換える要領をつかませるため、予習用ハンドアウトを用いて
（ ） 」 、 、 、 、教科書の内容 言語形式 の理解 をする前時のフェーズにおいて 解説する際 わたしが 自ら

できるだけ本文の英語以外の英語で言い換えていくように努め、必要に応じてメモを取らせる
ように指示しています。



サマリーライティングについて補足

既述のように、コミュニケーション英語では、１課を前半と後半とに分けて指導しています。

１週目は前半の内容（言語形式）の理解と および 、
関連テーマで 映像の視聴、
２週目は後半の内容（言語形式）の理解と 、関連テーマでディスカッション、
最後に、自宅での課題として、 という案配で、２週間（６コマ）で１課を進め
ます。

さて、教科書の内容について１課分の学習を済ませた段階で、生徒にサマリーライティングを家庭
学習として課します。グラフィックオーガナイザーを参考にしながら１課分の要約を英語で書かせ
ます。

サマリースピーチは前半の内容、後半の内容をそれぞれ要約し口頭発表する課題でした。生徒は
こちらが驚くくらいよく取り組みますが、言いっ放し、やりっ放しにさせたくないと考えました。

しかし、かと言って、前半、後半とその都度書かせて提出させるのは生徒にとっても特に指導者に
とっても負担が大きすぎます （それは な仕組みではないと判断しました ）。 。

また、然るべきタイミングで一度学習した内容の全体を振り返らせる機会を提供することは大切だ
と考えまして、１課分のサマリーライティングという形を取っている次第です。

留意点

①１課分の学習を済ませた段階で実施する。
②Ａ４の用紙を用い、グラフィックオーガナイザーを参考にしながら 語～ 語程度の
英語で１課分の内容を要約させる。

③前半、後半のサマリースピーチの活動で自分が残したキーワードを参照して構わない。
④②や③のようにして書ければそれに超したことはないが、もし難しければ、教科書本文を
見ながら作業をしても構わない （もっとも、前半、後半のサマリースピーチの際は は。
いったん脇に置かせていますので、本文を見ながらでもいいので に意識を持たせた
ほうがいいかなとは考えています ）。

⑤土日をはさむように提出期限を設定する （次回または次々回くらいで提出させる ）。 。
⑥提出された作品にざっと目を通し、①構成、②パラフレーズの巧拙、③エラーの多少、
この３点から優秀作品を選びます。これは、帰国生がダントツだと思ってる生徒が多いので、
その思い込みを打ち砕きたいからです。特に、初めの頃は、意識的に、上手でないけど
ちゃんと読んで考えてやった生徒の作品をまずはピックアップするようにしています。

⑦優秀作品を(了承を得て)２枚（～４枚）ほど印刷して生徒へ配布します。
、 、⑧配布後 ６に記した３つの観点から優秀作品についてどこがいいのかをコメントするわけですが

生徒が自分のものが配られるのを目標にしてくれるようになればいいと願っている次第です。
また、作品に目を通す中でメモしておいたコモンエラーについても簡潔にコメントします。

、 。⑨同一の課題に対して 仲間がどのような作品を残したかを知ることはやはり刺激になるようです
そして、それに対して学ぶべき点、改善すべき点をこちらが指摘し、それを学習者全員にシェア
させることで、指導効果の濃度も高まる気がします。

⑩ 枚の作品を個別に添削、コメントするまでは手が回りませんし、書く意欲を減退させたく
ありませんので、事細かな添削はせず、気になる箇所に赤線を引くに留め、返却後、どうしても
気になるところは聞きにきなさいと前もって声かけをしてあります。サインをして返却します。

⑪印刷をして配布する際は氏名も見えてしまいますので、あらかじめ名前を伏せてほしい生徒は
氏名を裏に書いてもよいということにしています。



動画削除のリスクが常にあるのが注意点です。

授業２ 教科書の内容に関連するテーマでディスカッションを行う授業について補足

冒頭に記した通り、教科書（や、教科書を終えた後は補助教材）の内容に関連するテーマで
の映像 を探し、ＡＬＴに英文を書き起こしてもらい、リスニングやディスカッション

を行う授業です。

ディスカッションの活動の目的

内容理解を深めるため、各課の前半、後半ごとに行う を、ゴールではなく、
通過点に置いています。

では、ゴールは、と言えば、これから何回かに分けて述べるディスカッションをひとつのゴールに
据えている次第です。

すなわち、 を積み重ねることにより、各課の最後に、それぞれの課の（関連）
テーマについて各自の考えを英語でディスカッションできるようになるためにやっているという
位置づけをしているのです。

生徒にも はあくまでも通過点に過ぎないと繰り返し伝えています。

活動あって学びなし、に陥らぬよう、各活動に目的を持たせ、それを生徒たちに自覚させつつ、
進んで行きたいと考えています。

留意点

チーム・ティーチングとは、文字通り、チームで行うものですので、ＡＬＴとのチームワークを
大切にしています。

チームワークを育むためには、日頃からの意思の疎通が必要ですし、チームとしてのメリットを
授業中において最大化するためには、特に、授業前の話し合い、打ち合わせが重要となります。

その点、本校は、コミュニケーション英語のディスカッションの授業に関わってくださる方が
学校に常駐していますので、ありがたい環境にあると言えます。

とは言っても、校務等で忙しく、実際にはなかなか話し合い、打ち合わせの時間が取れないことも
あります。時にはメールでやりとりをすることもあります。

、 、 。そのような場合に備え わたしは 短時間でしかも効果的に打ち合わせを済ませる工夫をしています
それは次のような工夫です。

① ねらいを明確にする
② 各活動の目的を明確にする
③ 日本人教師と外国語指導助手との役割分担を明確にする
④ ディスカッションの授業のフォーマットをある程度決めておく

１人で全クラスを教えるわけにはいきません。すなわち、複数の日本人教員で手分けして教える
ことになります。なかには外国人を交えたこうした授業が苦手な方も、いらっしゃいます。
そこで、④のように、できるだけベーシックな授業の流れを決めて基本フォーマットとし、
うまくいった工夫、声かけなどに留まらず、失敗事例なども 逐一 教員チームで共有していき
つつ、指導にあたることで、安心して授業へ臨んでいただくことができているようです。



ディスカッションの素材選び

自由にディスカッションをさせるのはよくないとわたしは考えています。

と言いますのも、経験的に、日本人同士で（特に英語で）自由に話し合わせると、同調意識を前提
に互いがしゃべるため、主張の根拠がはっきりせず（時として主張すらなく 「おままごと」的に）、
ただ時間を空費してしまうことが多いと感じられるからです。

そこで、教科書で読んだ（または読んでいる）内容に関連するテーマでディスカッションをさせ
ようと思い、指導を進めています。

以下に素材選びの具体例をいくつか挙げます。

■教科書題材：もし世界が 人の村だったら
→討論の題材：もし日本が 人の村だったら

教科書が『もし世界が 人の村だったら』を改編した文章を読み、人類が直面する教育格差、
富の偏在、環境破壊などについて理解を深め、これらの問題にいかに対応すべきかを考える
課でした。統計資料を用いてその日本バージョンを書き起こし、ネイティブチェックにかけ、
題材に使用しました。

■教科書題材：
→討論の題材：

教科書がアメリカ人登山家が自分の命を救ってくれたパキスタンの人々に恩返しをするため、現地
に学校を建てたという実話に基づいた課でした。教育の重要性を訴えるマララさんの国連演説の
模様を報じるニュース映像を題材に使用しました。

■教科書題材：
→討論の題材：

教科書が風呂敷の由来や歴史を知り、風呂敷が相手への思いやりを伝えるものであることや、環境
保護に役立つものであることを学び、日本文化についての理解を深めるという課でした。
和食がユネスコの無形文化遺産に登録されたことを報じるニュース映像を題材に使用しました。

■教科書題材：
→討論の題材：

教科書がボルネオの自然保護に関して、その歴史的・文化的背景や原因について理解を深める
課でした。絶滅危機のトラの個体数がインドで増加に転じた可能性を報じるニュース映像を
題材に使用しました。

ディスカッションの授業（１週目）の基本フォーマット

別資料のハンドアウトの表面を用いた授業の流れを紹介します。誰でもがんばればできるように
したいので、スモールステップに切っています。

①

②

③

④



⑤

⑥
⑦
⑧
⑨

⑩
⑪
⑫
⑬

ディスカッションの授業（２週目）の基本フォーマット

①ストーリーを思い出させるために映像を一度見せる。ハンドアウトのスクリプトを目で追いなが
ら聞いてもよいことにする。

②意味の曖昧な箇所があれば尋ねさせる。
③内容に関する質問をいくつかして内容理解を確認する。
④次のような指示を出す。

・

⑤机をつけ、４名グループを作らせる。４名グループは年度当初に指定しておく。
各メンバーに番号を与えておき、毎回、番号で各グループのリーダーを指定する。

⑥５分後、各グループのリーダーはクラス全体へ向けてグループとして１つアイデアを紹介する。
⑦ＡＬＴと日本人教師で手分けしてそれをフレーズないし短文に要約して黒板へ 順次 書き留めて
いく。次は上の指示に応じてあるクラスで出されたアイデアです。

・
・
・
・
・
・
・
・
・

別のクラスで出されたアイデアに次のようなものがありました。

・
・
・
・
・
・
・
・
・



⑧全グループから発表が終わったところで次のような指示を出す。

・

⑨各グループのリーダーはグループとしての意見を代表してクラス全体へ発表する。
ＡＬＴはそれを言い換えて確認、必要に応じてやりとりをする。

⑩全グループの発表終了後、Ａ５版の用紙を配布する。用紙には次のお題を印刷しておく。

・

⑪５分与え、用紙へ意見を書かせる。
⑫用紙を回収する。
⑬添削を施しコメントを付して返却する。添削の基準としては、文意の理解に支障のある箇所を
中心に赤を入れる。また励ましの言葉を必ず添えるようにする。生徒の記した作品を許可を得て
いくつか紹介します。

・

・

・

・

以上の作品はすべて帰国生によるものではないのですが、ディスカッションの授業（１週目）と
ディスカッション（２週目）の授業で、アイデアのブレインストーミングを済ませ、そのテーマ
で話したいときに不可欠なボキャブラリーといったものを学んでいますので、それなりのものが
書けているように思えます。

こうした優れた作品を(了承を得て)１枚のハンドアウトにまとめて配布し全員で共有します。

同一の課題に対して、仲間がどのような作品を残したかを知ることはやはり刺激になるようで、
優れた作品を記す生徒が入れ替わり立ち替わりするのが興味深いです。



ディスカッションをさせる際の工夫

各人に英語による発話を促す仕掛けです。

①まず、４名ないし３名のグループを作らせます。
②全体へお題を提示します。ある回の指示は以下の通り。

・

③最初の１分間は の時間とし、各人が自身のアイデアを書き出します。
④１分後、各グループ内で各メンバーにＡさんからＤさん（３名のグループの場合Ｃさん）まで
割り振らせます。

、 、 。⑤１分間 Ａさんがその場で立ち グループの残りのメンバーに対して自身のアイデアを述べます
（時間が余ったら、時間になるまで、残りのメンバーが質問や促しをして内容を深めるよう指示
をしておきます ）。

⑥次に、Ｂさんが１分間、同様に、その場で立ち、述べます。
⑦以下、Ｃさん（、４名のグループの場合はＤさん）まで述べていきます。
⑧各グループのメンバー全員が自身のアイデアを述べ終わるまでに日本人教師およびＡＬＴの方で

（ 。）各グループのメンバーのうち誰をリーダーに指定するか決めておきます。黒板に記しておきます
⑨各グループのメンバー全員が自身のアイデアを述べ終わったところでリーダーを中心に１分間、
各グループのアイデアのチェック（まとめ）をさせます。

⑩１分後、各グループのリーダーをその場で立たせ、挙手をして各グループで出たアイデアの
まとめを全体に向けて言わせ、シェアします （日本人教師またはＡＬＴは黒板に要点を摘記。
していきます。その際、必ず生徒の話した内容を復唱または言い直しをします ）。

⑪各グループのリーダーによる発表が終わった後、次のお題を提示します。

・

⑫以下、上の③と⑤～⑨の手順を繰り返します。

以上のように少し強制力を持たせたことで、英語をかなり活発に用い、自身のアイデアを伝えようと
する姿勢が顕著に見られました。発言者を立たせたことで授業者もどんな英語を使っているのか
モニターしやすくなる利点もありました。

ディスカッションをさせる上での問題点

・約 名というクラスサイズでは机間巡視による支援・指導に限界があり、全員が確実に活動を
行っているかを確認することが極めて難しいです。

、 、・約 名というクラスサイズでは 誤ったインプットを与えてしまう可能性があるにもかかわらず
各グループ内でどのような発話ややりとりがなされているかを逐次モニターし完全に掌握すること
ができないため、時宜を得た適切なフィードバックを与えることが極めて難しいです。どんなに
工夫をしても、結果的に、間違いっぱなしで終わらせてしまったり、言いたかったが言えなかった
表現を取得させたりする機会を設けることができなかったりします。
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